	　　　　　　　　　提出　令和　　年　　月　　日

	阿賀野市水道事業
阿賀野市長　田中　清善　様
	水道技術管理者
	副参事
	係　長
	係

	
	
	
	
	

	給水装置工事竣工検査調書

	給水装置工事
申込年月日
	令和　　年　　月　　日 ［№   －    ］
	指定給水装置工事事業者名

　　　　　　　　　　　　　　　  印

	工事場所
	
	

	申込者
	
	検査担当　主任技術者名

　　　　　　　　　　　　　　　  印

	工事種別
	新設．全面改造．一部改造．その他（　　　）
	

	　下記の検査項目について、現地検査の結果、当該給水装置が構造、材質基準に適合していることを確認したので竣工検査を申請します。

	給水装置工事自主検査結果書

	№
	項　　　　　目
	確認年月日
	備考

	1
	分水栓～第一止水栓まで：耐圧試験により漏水の確認、適合配管材料の使用及び施工状況
	
	

	2
	第一止水栓以降の給水装置：耐圧試験により漏水の確認及び施工状況
耐圧試験→1.75ＭＰａの水圧を１分間かけ、漏水などのないことを確認
	
	

	3
	路面復旧状態（写真の提出）
	
	

	4
	竣工図と工事内容の照合
	
	

	5
	止水栓、メーター　などの設置位置及び設置状態
	
	

	6
	止水栓、メーターの取付、方向及び作動等の確認
	
	

	7
	危険配管の有無、逆流防止器具の設置状態
	
	

	8
	水質検査（臭気、異物等）・残留塩素の有無　（　　　　　mg/l）
	
	

	9
	管の防護措置（防寒、防食）
	
	

	10
	管、器具の接合法及び分岐部、屈曲部、交差部の適否
	
	

	11
	管の埋設深さ
	
	

	12
	通水後、各器具より放流メータ経由の確認、器具等作動状態及び吐水状態
	
	

	13
	定期点検が必要な給水用具について重要性、時期等需要者に説明する
	
	

	14
	配管の口径、経路、構造等が適切であること
	
	

	15
	受水槽：吐水口と越流面との位置関係の確認を行うこと
	
	

	16
	配管においてクロスコネクションがなされていないこと
	
	

	17
	逆流防止のための給水用具の設置、吐水口空間の確保がなされているか
	
	

	18
	性能基準適合品の使用を確認すること（管種、給水用具など）
	
	

	備考
	


記入上の注意事項

　１　施工後確認できなくなる場所については、工事中に必ず確認して下さい。

　２　該当しない項目については、確認年月日欄に斜線を引いて下さい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　裏面の『水道局からのお知らせ』も必ずお読み下さい。
水道局からのお知らせ
①　標準的な配管方法は、下記のとおりとします。

配水管から給水管を単独に分岐する場合（量水器口径13 ～ 25ｍｍの施工標準図）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※必要に応じフレキシブル継手使用
　　○　水道メータは道路近く（公私境界付近）の検針しやすい場所に設置し、メーターボックス内の砂の敷詰めは行わないで下さい。またメーター付近に磁気活水器を設置する場合は磁気漏洩防止を講じた後、水道メーターから宅地側へ50cm以上離して設置して下さい。

○　新設時は逆流防止機能のある開閉防止型丙止水栓を取付けて下さい。
又、改造工事において第一止水がコマ式であればそのまま使用可としますが、ボール式の場合は、逆止弁付盗水防止型丙止水栓に取り替えて下さい。交換の際は事前に水道局と協議して下さい。）
又、現場状況等により公私境界より11ｍ以上離れてメーターボックスを設置する場合は、公私境界より1ｍ以内に甲止水栓を設置して下さい。（水道局との協議要します。）
○　公道部において取出し工事等ある場合、管標識テープ（アルミ入り）を埋設します。又、取出し状況及び道路復旧状況写真を提出して下さい。
　　◎状況写真

①　着手前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 路床工（ｔ＝200ピッチ）

②　竣工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥ 路盤工

③ 分水取出し状況（埋設深がわかるように）　　　　　　⑦ 仮舗装工

④ 水圧テスト(1.75Mpa・1分間)　　　　　　　　　　　   　⑤～⑦は厚さ計測
※　県道から取出しの場合は、⑤・⑥それぞれ１点、密度試験を行う。
※　本復旧の写真は、完了後速やかに提出する。
②　無届工事はやめましょう。
給水装置工事は水道局の承認が必要です、工事前に必ず申請し承認を受けてから工事に着手しましょう。違反すると市給水条例により罰則が適用されます。
3 工事台帳は早めに提出を！！
　工事竣工後は水道局の工事検査を受けなければなりません、竣工台帳の提出は早めにお願いします。検査日は後日連絡します。
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